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2023年4月から運用開始したPLIJ STEAM Learning Communityで

は、会員様を中心に多様なステークホルダーから提供いただくSTEAM教育に

活用できる動画・画像・ドキュメント等を横断的に検索、閲覧することが可能で

す。掲載コンテンツは継続的に拡充していきます。

生徒・学生に現地・現物・人物に接することができる本物体験の機会を提供し

ます。企業、大学、国立研究開発法人等が計画する工場/研究室見学、技術者/

研究者との対話、出前授業、講演会等について、PLIJ STEAM Learning 

Communityを通じ各種情報を得ることができます。教室をサポートする校

外メンターの存在は重要です。メンターが活動できる方策を検討していきます。

探究型、教科横断型の教育であるSTEAM教育の実践に向けて、取り組みに活

用できる情報や全国各地のグッドプラクティス等を共有し、人的ネットワーク

を育てる機会を提供します。豊かな学びに対する地域間格差をなくすため、地

域のエコシステム形成を目指して、地域への支援を進めていきます。
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PLIJ STEAM Learning Community
コンテンツとリアル体験：豊かな学びに出会える総合サイト



設立の背景・活動の位置づけ

活動コンセプト

入会

産業界の人材育成への問題意識を起点とした法人
2020年度に産業競争力懇談会（COCN）で東京大学藤井輝夫理事・副学長（当時、現総長）をリー
ダーとして行った検討をベースに、STEAM教育の推進に産業界が主体的に取り組むために立ち上
げた法人です。日本の再生には、未来人材の育成が必須との認識です。

閣議決定された基本計画に位置づけられた活動
STEAM教育の推進は国の重要施策の一つであり、PLIJは2021年3月に閣議決定された第6期科
学技術・イノベーション基本計画に「初等中等教育機関のみならず、社会全体でSTEAM教育を推進
できるよう連携する団体」として位置づけられています。

社会総出の取り組み、産学官公教の連携を促進する
STEAM教育に注目し、一律一様な学びから、個人の特性に合わせた学びへの改革を促進します。
豊かな学びの提供に向けて、産・学・官・公・教の連携を理念とし、垣根を超えたイノベーティブな共同
取組を加速します。

地域のエコシステムの形成に貢献する
地域のSTEAM教育の展開は、地域創成につながります。学びに地域間格差を生まないように、地域
の活動にハイライトをあて、エコシステムの形成を支援します。

産業界の教育への貢献を浸透させる
経団連、経済同友会、日本商工会議所、地域の経済団体、業界団体と連携するとともに、大企業のみ
ならず、地域の企業、スタートアップなどとの交流を深めていきます。

センター的な存在感のあるプラットフォームを目指す
関係する諸団体とインクルーシブに連携し、利用者から信頼される存在へと成長を目指します。

PLIJ事務局にご連絡いただきましたら、入会申込書様式を送付いたします。入会申込書を受付後、
直近の理事会にて承認する手順です。ご質問やお気づきの点がありましたら、ご連絡ください。
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〒153-8505  東京都目黒区駒場４-６-１ 東京大学生産技術研究所内

[電話]03-5452-6621 [FAX]03-5452-6623 [URL]httpｓ://plij.or.jp [E-mail]info@plij.or.jp

種別 会員数
(2024年10月現在)

組織 会費

正会員 40 企業 要

特別会員 426
中学、高校、高専、大学、行政庁、国研・独法、
自治体・教育委員会、博物館・科学館、支援団体

不要

当法人は、正会員と特別会員によって支えられています。法人の趣旨にご賛同の向きには会員に
なっていただき、ご一緒に学びの改革に協力・協働・共創していきましょう。
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